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CHINA IP Newsletter JETRO 北京事務所知的財産権部 知財ニュース 

2019/11/11号 (No.329) 

=============================================================================== 

【最新ニュース・クリッピング】 

○ 法律・法規等 

1. 外商投資法実施条例が意見募集 来年 1月 1日より施行(中国知識産権資訊網 2019年 11月 4日) 

 

○ 中央政府の動き 

1. 李克強総理、EU上級代表と会談 地理的表示交渉の早期終了に期待(国家知識産権網 2019年 10

月 30日) 

2. CNIPA申長雨局長、北京で WIPOフランシス・ガリ事務局長と会談(国家知識産権網 2019年 10月

25日) 

3. 中国政府 2部門、サービス業の質の高い発展を推進(国家知識産権網 2019年 10月 25日) 

4. 習近平国家主席、マクロン仏大統領と会談 知財分野協力強化を強調(国家知識産権網 2019年 11

月 7日) 

5. 習主席が第 2回中国国際輸入博覧会開幕式で新措置を発表(国家知識産権網 2019年 11月 6日) 

6. 中米経済貿易ハイレベル協議の代表が電話会談 原則的共通認識得る(中国政府網 2019年 11月 2

日) 

7. CNIPA甘紹寧副局長、スイス ABBグループ上級副社長と会談(国家知識産権網 2019年 11月 1日) 

8. CNIPA代表団がポーランド、モルドバを訪問(中国打撃侵権工作網 2019年 11月 1日) 

9. 中国と EU、地理的表示保護協定を締結 政府の知財保護の決意を示す(中国政府網 2019年 11月 6

日) 

 

○ 地方政府の動き 

1. 福建で漢方医薬の知的財産発展と保護シンポジウムが開催(国家知識産権網 2019年 10月 31日) 

2. WIPOフランシス・ガリ事務局長、甘粛省を訪問(中国保護知識産権網 2019年 10月 28日) 

3. 北京繊維業界知的財産権連盟が設立 30数社加盟(中国保護知識産権網 2019年 11月 4日) 

4. 深圳市で知的財産権金融連盟が設立(国家知識産権戦略網 2019年 11月 4日) 

 

○ 司法関連の動き 

1. 海南、自由貿易試験区で知的財産権仲裁調停センターを設立(国家知識産権網 2019年 10月 26日) 

 

○ ニセモノ、権利侵害問題 

1. 安徽省、1〜9月に権利侵害・模倣品関連事件 8005件摘発(中国保護知識産権網 2019年 10月 31

日) 

2. 広東税関、6千点余りの有名ブランドの模倣品を押収(税関総署公式サイト 2019年 10月 31日) 

 

○ 統計関連 

1. 2016～2018年、「一帯一路」関連諸国との著作権取引が 86.5%増(中国保護知識産権網 2019年 10

月 25日) 

 

○ その他知財関連 

1. 上海で意匠の知的財産権保護に関する国際シンポジウムが開催(国家知識産権網 2019年 10月 25

日) 
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2. 北京で人工知能と知的財産権に関する国際シンポジウムが開催(国家知識産権網 2019年 10月 25

日) 

3. 広東香港澳門大湾エリア知的財産権取引博覧会、11月に広州で開催(中国打撃侵権工作網 2019年

10月 25日) 

4. 第 2回中国国際輸入博覧会・模倣品摘発国際協力フォーラムが開催(中国打撃侵権工作網 2019年

11月 7日) 

5. 第 5回中英知的財産権シンポジウムが北京で開催(国家知識産権網 2019年 11月 4日) 

 

=============================================================================== 

●ニュース本文 

○ 法律・法規等 

★★★1. 外商投資法実施条例が意見募集 来年 1月 1日より施行★★★ 

 国家司法部はこのほど、同部と国家商務部、国家発展改革委員会が共同で作成した「外商投資法実

施条例」の意見募集稿を公表した。12月 1日まで一般向け意見募集を行い、来年 1月 1日より施行す

る。 

 意見募集稿に▽知的財産権侵害に対する懲罰的賠償制度の確立、▽知的財産権の迅速な協同保護体

制の整備推進、▽知的財産権紛争の多元化された対応体制と権利保護支援体制の改善、▽外国人投資

家と外資系企業の知的財産権に対する保護の強化、▽外国人投資家と外資系企業に対する、行政手段

による技術移転強要の禁止――などの内容が盛り込まれている。また、意見募集稿は外商投資管理の

規範化を目指す 4つの規定を明確にした。 

 実施条例に関する意見、アドバイスは書簡、電子メールや司法部公式サイト（www.moj.gov.cn）で

のオンライン提出などの方法で提出することができる。 

(出典：中国知識産権資訊網 2019年 11月 4日) 

http://www.iprchn.com/cipnews/news_content.aspx?newsId=119287 

 

○ 中央政府の動き 

★★★1. 李克強総理、EU上級代表と会談 地理的表示交渉の早期終了に期待★★★ 

 10月 24日午後、中国国務院の李克強総理が欧州連合（EU）外務・安全保障政策上級代表、フェデリ

カ・モゲリーニ氏と人民大会堂で会談を行った。 

 李総理は、中国と EUの協力関係強化に対するモゲリーニ氏の貢献を称賛した。また、中国は欧州一

体化のプロセスを一貫して支持しているとし、多国間主義と自由貿易を EUの新指導部とともに引き続

き維持し、地理的表示協定の交渉を早期に完成させ、来年中に予定通り投資協定交渉を完成させるこ

とを共同で推進してほしいと語った。 

 モゲリーニ氏は、中国側とともに実務レベルの協力を全面的に深めて、気候変動、イラン核問題、

アフガニスタン、アフリカなどに関するグローバル問題や地域問題で協力を強化していきたいと表明

した。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 30日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143358.htm 

 

★★★2. CNIPA申長雨局長、北京で WIPOフランシス・ガリ事務局長と会談★★★ 

 10月 24日、中国国家知識産権局（CNIPA）申長雨局長が北京で、世界知的所有権機関（WIPO）のフ

ランシス・ガリ事務局長一行らと会談を行った。双方は新たな「協力枠組み協定」を締結し、今後の

協力の方向性を明確にした。 

 申局長は、WIPO第 59回加盟国総会が成功裏に終了したことを祝い、中国がグローバル知的所有権事

務に今までよりも、さらに積極的に参与し、世界の知的財産権システムの整備に積極的な貢献を行い
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たいと表明した。ガリ事務局長は、中国が知的財産権分野で獲得した成果を評価し、中国側との協力

を引き続き強化していきたいと語った。WIPO王彬穎事務局次長が会談に同席した。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 25日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143257.htm 

 

★★★3. 中国政府 2部門、サービス業の質の高い発展を推進★★★ 

 中国国家発展改革委員会（発改委）と国家市場監督管理総局（市場監管総局）はこのほど、サービ

ス業の発展を促進するための政策「新時代サービス業の質の高い発展に関する指導意見」を共同で公

布した。サービス業の質の高い発展を制約するボトルネックの解消を目指し、知的財産権侵害の懲罰

的賠償制度の整備や国際競争力を有する中国ブランドの育成などを推進するとしている。 

 「指導意見」はサービス業の質の高い発展をめぐり、サービスのイノベーション推進、サービスブ

ランドの形成など、10項目の重点任務を提起した。2025年をメドに、サービス業の標準化・規模拡

大・ブランド化・ネットワーク化・スマート化の水準を顕著に向上させる。 

 知的財産権保護について、「指導意見」はデータの流動と利用に対する監視管理をめぐる法律の制

定を推進し、知的財産権侵害の懲罰的賠償制度を健全化し、国家知的財産権サービス業の集中発展区

を建設するよう要求した。また、知的財産権サービスなどの新興サービス分野の標準策定を加速する

などとしている。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 25日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143256.htm 

 

★★★4. 習近平国家主席、マクロン仏大統領と会談 知財分野協力強化を強調★★★ 

 習近平国家主席は 6日、フランスのマクロン大統領と人民大会堂で会談した。 

 習主席は会談で、「中仏は戦略的対話を強化し、大国としてより多くの責任を引き受け、大国とし

ての責任感を示すべきだ」との認識を示したうえ、「私はマクロン大統領と共に、中仏の包括的な戦

略的パートナーシップを新たな段階へとさらに押し上げ、引き続き大国間関係の前列を歩むようにし

たい」と表明した。 

 習主席はまた、「中仏関係は現在、力強い発展の勢いが現れている。中国はフランスとともに▽政

治的相互信頼の維持と促進▽大規模な協力プロジェクトへの継続的な取組み▽双方の市場開放の拡大、

知的財産権分野の交流・協力強化▽「一帯一路」共同建設イニシアティブと EUのユーラシア・コネク

ティビティ戦略との連結性の強化▽持続可能な発展に向けたイノベーション協力の強化▽2021年中仏

文化観光年に向けた文化交流の促進――の六つの目標に焦点を当て、交流・協力が全面的かつ深く発

展するよう推し進め、より多くの実質的な成果を収めたい」と話した。 

 会談後に習主席とマクロン大統領は、一連の協力文書の調印に立ち会った。これには中国・EU地理

的表示協定の交渉終了に関する共同声明が含まれた。 

(出典：国家知識産権網 2019年 11月 7日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143536.htm 

 

★★★5. 習主席が第 2回中国国際輸入博覧会開幕式で新措置を発表★★★ 

 第 2回中国国際輸入博覧会が 11月 5日、上海国家会展センターで開幕した。中国の習近平国家主席

が開幕式に出席し、「開放・協力 運命を共に」と題した基調演説を行った。習主席はその中で、世

界経済の発展のために中国の市場のさらなる開放を約束するとともに、各国に協力強化を呼びかけた。

さらに、知的財産権の保護などを通じてビジネス環境をより良くする取り組みを継続すると強調した。 

 習主席は演説の中で、「中国は市場化、法治化、国際化されたビジネス環境を整備し続け、外資の

市場参入条件を緩和する。引き続きネガティブリストを減らし、投資の促進・保護、情報報告などの
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制度を整備する。中国は知的価値を尊重する環境を築き、知的財産権保護の法体系を整備し、法執行

の強化に力を入れ、知的財産権の民事・刑事司法保護の取り組みを強化する」と話した。 

 今回の輸入博覧会は 11月 5日～10日の予定で開催される。主催者によると、日本を含めて 181の国

と地域から約 3800社が出展するという。 

(出典：国家知識産権網 2019年 11月 6日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143499.htm 

 

★★★6. 中米経済貿易ハイレベル協議の代表が電話会談 原則的共通認識得る★★★ 

 11月 1日夜、中米全面経済対話の中国側代表を務める劉鶴国務院副総理（中国共産党中央政治局委

員）が要請に応じて、米国のライトハイザー通商代表部（USTR）代表、ムニューシン財務長官と電話

会談をした。  

 双方はそれぞれの核心的な関心事を適切に解決することについて、真剣かつ建設的な話し合いを行

うとともに、原則的な共通認識に達した。双方はまた、次回の協議日程について話し合った。 

 この会談には、鐘山商務部長、易鋼中国人民銀行総裁および寧吉喆国家発展改革委員会副主任も参

加した。 

(出典：中国政府網 2019年 11月 2日) 

http://www.gov.cn/guowuyuan/2019-11/02/content_5447726.htm 

 

★★★7. CNIPA甘紹寧副局長、スイス ABBグループ上級副社長と会談★★★ 

 10月 30日、中国国家知識産権局（CNIPA）の甘紹寧副局長が北京で、スイス ABBグループの上級副

社長、ブルース・シェルコフ氏と会談を行った。 

 甘副局長は、中国政府は常に知的財産権の保護を重視しており、国内外の産業界の声に耳を傾け、

コミュニケーションを増進したいと表明した後、スイス ABBグループが中国の知的財産権事業の発展

に引き続き注目し、中国での技術イノベーションプロジェクトを積極的に推進してほしいと語った。 

 シェルコフ氏は、中国がより開放的で公平な知的財産権の保護環境と良好なビジネス環境の構築に

向けて進めてきたたゆまぬ努力を高く評価した。また、共通認識を深めて、企業と経済の発展に寄与

する知的財産権の役割をより良く発揮させたいと話した。 

(出典：国家知識産権網 2019年 11月 1日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143395.htm 

 

★★★8. CNIPA代表団がポーランド、モルドバを訪問★★★ 

 国家知識産権局の廖涛副局長率いる代表団がこのほど、ポーランド特許庁とモルドバ知的財産庁を

訪問した。 

 ポーランド特許庁で廖副局長はシーベック長官と会談を行なった。双方はそれぞれの最新の動き、

中国専利法と商標法の改正作業、知的財産権の普及啓発などについて踏み込んだ意見交換をした。 

 モルドバ知的財産庁で廖副局長はボパ長官代行と会談を行なった。廖副局長は、モルドバは「一帯

一路」沿線諸国の中でも重要な協力パートナーであると語り、近年、双方が「一帯一路」構想の枠組

みの中で展開してきた知的財産権協力事業とその成果を評価した。会談後、両氏はリニュアル版「協

力覚書」に調印した。 

(出典：中国打撃侵権工作網 2019年 11月 1日) 

http://www.ipraction.gov.cn/article/xxgk/gzdt/bmdt/201911/20191100231515.shtml 

 

★★★9. 中国と EU、地理的表示保護協定を締結 政府の知財保護の決意を示す★★★ 

  11月 6日、中国と欧州連合（EU）が計 200品目の産品について、地理的表示（GI）保護を相互に認

めることで合意した。これに対して、外交部の耿爽報道官は「中国・EU地理的表示協定の調印は、引
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き続き改革を掘り下げ、開放を拡大し、知的財産権を保護する中国政府の揺るぎなき決意を十分に示

した」と述べた。 

 同日の定例記者会見にて、耿氏は「習主席は 6 日午前、中国を国賓訪問中のマクロン氏と会談した。

両国首脳は会談後、一連の成果文書の調印を見守った。これには中国・EU地理的表示協定の交渉終了

に関する共同声明が含まれていた」と紹介した。 

 耿報道官はさらに、「中国・EU地理的表示協定は、中国が対外的に締結する初の全面的で高水準な

地理的表示二者協定で、中国側の中国・EU二者間経済貿易関係への重視を示している。中国・EU地理

的表示協定の交渉終了は、双方の互恵協力の掘り下げを促し、中国・EU包括的戦略的パートナーシッ

プにおける経済貿易の基礎をさらに固め、双方の政治的相互信頼をさらに強化する。また同協定は、

引き続き改革を掘り下げ、開放を拡大し、知的財産権を保護する中国政府の揺るぎなき決意を十分に

示した」と表明した。 

(出典：中国政府網 2019年 11月 6日) 

http://www.gov.cn/xinwen/2019-11/06/content_5449541.htm 

 

○ 地方政府の動き 

★★★1. 福建で漢方医薬の知的財産発展と保護シンポジウムが開催★★★ 

 福建省でこのほど、漢方医薬の知的財産権の発展と保護に関するシンポジウムが開催された。福建

の漢方医薬協会、研究機関、大学、知的財産権サービス機構からの専門家がシンポジウムに出席した。 

 省知識産権局の顔志煌局長がシンポジウムで演説した。顔局長は、知的財産権は漢方医薬産業の革

新、発展を促進するうえの重要な手段であり、完備された漢方医薬の知的財産権サービスシステムと

発展システムを確立する必要があると強調した後、福建省の特色ある漢方医薬の発展の道を探り、専

利（特許、実用新案、意匠）、商標、著作権、ノウハウ、老舗ブランドなどを全面的に活用し、総合

的な保護の強化でイノベーション、発展を加速させるよう呼びかけた。 

 シンポジウムにおいて、福建の漢方医薬の発展、知的財産権の創造と保護の現状、当面直面してい

る課題などをめぐって議論が交わされた。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 31日) 

http://www.cnipa.gov.cn/dtxx/1143353.htm 

 

★★★2. WIPOフランシス・ガリ事務局長、甘粛省を訪問★★★ 

 10月 22日〜24日、世界知的所有権機関（WIPO）のフランシス・ガリ事務局長一行らが甘粛省を訪

れ、中国・敦煌の世界遺産「莫高窟」と敦煌 100メガワット級溶融塩塔式光熱発電所を見学した。国

家知識産権局の趙剛副局長が同行した。 

 敦煌研究院の羅華慶副院長が莫高窟で、ガリ事務局長一行らに莫高窟のデジタル化保存、研究など

に関する知的財産権保護の状況について紹介した。ガリ事務局長は文化財の保護、開発で敦煌研究院

が獲得した成果を評価した後、敦煌の文化の PRやその知的財産権の保護強化について助言を与えた。 

 敦煌首航省エネ新エネルギー公司の 100メガワット級溶融塩塔式光熱発電所を見学する時、ガリ事

務局長は同社の知的財産権保護と研究開発活動を十分に評価した上で、WIPOの持続可能な技術取引シ

ステム（WIPO GREEN）を通じて技術の取引を行い、イノベーションを促進することを提案した。 

(出典：中国保護知識産権網 2019年 10月 28日) 

http://ipr.mofcom.gov.cn/article/gnxw/zfbm/zfbmdf/gs/201910/1943321.html 

 

★★★3. 北京繊維業界知的財産権連盟が設立 30数社加盟★★★ 

 10月 29日、北京繊維業界知的財産権連盟が正式に発足した。国家知識産権局、北京市知識産権局、

朝陽区市場監督局の関係責任者と市科学技術協会、北京紡織工程学会、加盟企業からの代表を含む 40

名以上が設立式に出席した。 
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 同連盟は国家知識産権局と北京市知識産権局の指導の下、北京と河北の繊維企業 30数社と大学、研

究機関により設立された。メンバーは合わせて約 700件の特許を有し、10数件の国際標準、200以上

の国家標準の策定に参与している。知的財産権の保護・運用の協働を推進することで、繊維産業の品

質と効率の向上を促進するよう取り組むこととしている。 

(出典：中国保護知識産権網 2019年 11月 4日) 

http://ipr.mofcom.gov.cn/article/gnxw/zfbm/zfbmdf/bj/201911/1943610.html 

 

★★★4. 深圳市で知的財産権金融連盟が設立★★★ 

 深圳市知的財産権金融連盟がこのほど、深圳市で発足した。国任財産保険、平安銀行、国信証券、

深圳市創新投資集団、横琴人寿保険、法知金集団の 6社が共同で設立した。深圳市に 2万社以上ある

ハイテク企業を対象に、専利（特許、実用新案、意匠）、商標、著作権を含む各種類の知的財産権の

価値の掘り下げなどを支援する。今後、全国に業務を拡大する計画である。 

 連盟が開発した、深圳市の知的財産権金融公共サービスプラットフォームは同日に運用開始された。

このサービスプラットフォームは、知的財産権をコア資産とする担保融資、株式投資、債券発行、保

険サービスなどのさまざまなサービスを提供する。 

(出典：国家知識産権戦略網 2019年 11月 4日) 

http://www.nipso.cn/onews.asp?id=48556 

 

○ 司法関連の動き 

★★★1. 海南、自由貿易試験区で知的財産権仲裁調停センターを設立★★★ 

 海南省の自由貿易試験区に関する全体計画を進めるための具体的な施策として、海南国際仲裁院と

海南省知識産権局が共同で設立した海南自由貿易試験区・知的財産権仲裁調停センターがこのほど、

海口市で除幕式が行われ、運用をスタートさせた。 

 同調停センターの主要活動は知的財産権紛争の調停、知的財産権仲裁市場の開拓、知的財産権分野

における仲裁制度の普及、企業の直面する知的財産権関連問題の法律相談などを含む。海南の経済成

長を促進する知的財産権の役割を生かすことが設立の狙いであるという。 

 自由貿易試験区と中国特色ある自由貿易港の整備作業を推し進めている海南省には、完備された知

的財産権の運営システムと法制度が必要とされている。省知識産権局の責任者は、調停センターの設

立は企業の知的財産権保護のコスト低減につなげるとともに、紛争解決の手段である仲裁・調停に対

する人々の認知度を向上させ、仲裁・調停活動の影響力を高めることもできるとの認識を示した。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 26日) 

http://www.xinhuanet.com/2019-10/26/c_1125156086.htm                                            

 

○ ニセモノ、権利侵害問題 

★★★1. 安徽省、1〜9月に権利侵害・模倣品関連事件 8005件摘発★★★ 

 安徽省は今年、知的財産権侵害・模倣品製造販売を厳しく取り締まるよう取り組み、目覚しい成果

を上げている。1〜9月、市場監督管理局を含む各行政機関は合わせて、知的財産権侵害・模倣品製造

販売に関する違反事件を 8005件摘発し、違反者に総額 4645万元の過料を科した。10月 30日、省市場

監督管理局が発表した。 

 今年、市場監督管理局をはじめ各行政法執行部門はインターネット上の知的財産権侵害・模倣品の

摘発に注力し、ネット通販市場に対する監視管理を強化している。また、製造業における「清風行

動」を実施し、世界製造業大会の知的財産権保護を強化するなどして、市場主体の誠実な経営を促進

している。 

http://www.nipso.cn/onews.asp?id=48556
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 公安機関では 1〜9月、知的財産権侵害・模倣品関連事件 129件の摘発に成功し、総額 7854万元の

模倣品などを差し押さえた。検察機関は 631人を逮捕し、1223人を起訴した。裁判所は容疑者 507人

に対し有罪判決を下した。 

(出典：中国保護知識産権網 2019年 10月 31日) 

http://ipr.mofcom.gov.cn/article/gnxw/zfbm/zfbmdf/ah/201910/1943463.html 

 

★★★2. 広東税関、6千点余りの有名ブランドの模倣品を押収★★★ 

 広東省広州市の黄埔税関はこのほど、同税関所属の東莞税関が越境 EC（電子商取引）による輸出ル

ートで、ルイ・ヴィトンやロレックス、バーバリー、ナイキなどの知的財産権を侵害した疑いのある

貨物、合計 6189点を押収したと発表した。 

 東莞税関駐郵便局事務所の苑志鵬・監督管理課長が紹介したところによると、税関職員は前期のリ

スク分析を通じて、ある業者のネット取引貨物が権利侵害の疑いがあることを発見した。現場検査の

際、「LV」、「ROLEX」、「BURBERRY」、「CHANEL」、「NIKE」などの標識が付いている靴やカバン、

アパレル、腕時計などの商品を大量に発見。包装はいずれも簡単且つ粗雑で、税関職員が当該貨物の

通関中止を決定し、上記ブランドの所有者に連絡を取り、状況について確認した。結果、当該物品は

全て知的財産権侵害に当たる模倣品と判明。すでに法律に従って全品を押収した。 

 「龍騰行動 2019」が展開されて以来、黄埔税関は電子製品やアパレル、カバンなどの商品に焦点を

合わせて知的財産権の保護措置を講じ、クロスボーダー電子商取引の高品質な発展を推進してきた。 

(出典：税関総署公式サイト 2019年 10月 31日) 

http://shantou.customs.gov.cn/customs/xwfb34/302425/sygdtp/2668680/index.html 

 

○ 統計関連 

★★★1. 2016～2018年、「一帯一路」関連諸国との著作権取引が 86.5%増★★★ 

 中国新聞出版研究院がこのほど発表した「一帯一路（Belt and Road）国際出版協力発展報告書」に

よると、2016～2018年、中国は「一帯一路」関連諸国との間で締結した著作権貿易協定の件数は 3808

件から 7100件まで増加し、増加率は 86.5%に達した。 

 報告書によると、中国はこれまでに 83の「一帯一路」関連諸国と書籍や電子出版物、ネット文学作

品などの著作権取引を展開している。この数は、中国と「一帯一路」共同建設の協力文書に調印した

国家全体の 3分の 2近くを占めているという。 

 2016年からの 2年間で、中国と「一帯一路」関連国との間で締結された著作権貿易協定の件数は

86.5％増加。著作権輸出件数では、関連国向け輸出が全体に占める割合は 41％から 55％に拡大した。

中国と関連国の出版業における協力は幅広く行われており、協力関係を結んだ国家はアジアから欧州、

アフリカ、オセアニア、南北アメリカまで広がっている。 

(出典：中国保護知識産権網 2019年 10月 25日) 

http://ipr.mofcom.gov.cn/article/gnxw/bq/201910/1943227.html 

 

○ その他知財関連 

★★★1. 上海で意匠の知的財産権保護に関する国際シンポジウムが開催★★★ 

 10月 22日午前、第 16回上海知的財産権国際フォーラムの一環として「意匠の知的財産権保護に関

する国際シンポジウム」が上海交通大学で開催された。 

 上海知識産権局が主催した同シンポジウムにおいて、意匠権の保護を中心に、▽知的財産権の創

造・保護・運用による意匠の発展促進▽新たな局面における知的財産権の創造・保護・運用の新たな

ルール――などのテーマをめぐって、基調演説と討論会が行われ、意匠の国際保護、登録、権利侵害

判定などの課題について議論が交わされた。政府、企業、専門家からの意見を共有する場として、中

国の関連産業の発展促進に重要な意義があるとみられる。 
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 北京市高級人民法院、上海市高級人民法院、上海知識産権法院、上海交通大学からの専門家と企業

関係者など、合わせて約 150名がシンポジウムに出席した。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 25日) 

http://www.cnipa.gov.cn/dtxx/1143260.htm 

 

★★★2. 北京で人工知能と知的財産権に関する国際シンポジウムが開催★★★ 

 10月 24日、人工知能と知的財産権に関する国際シンポジウムが北京で開催された。国家知識産権局

の甘紹寧副局長が出席し、開会の挨拶をした。日本、中国、米国、欧州連合（EU）、韓国の人工知能

企業、代理機構、知的財産権管理当局、在中国大使館と世界知的所有権機関（WIPO）からの関係者 100

名以上が出席した。 

 甘副局長は挨拶の中で、人工知能が知的財産権の保護にもたらす新たな課題とその対応策を実務レ

ベルで議論し、今後の活動の方向性などについて意見を出し合う場を作りたいと、シンポジウムを主

催する狙いを説明した。 

 シンポジウムは産業界の視角、知的財産権代理の視角、知的財産権管理当局の視角、WIPOの視角と

いった 4つの部分からなる。日米欧中韓の企業、代理機構、管理当局と WIPOからのゲストが演説を行

い、最新の人工知能技術、知的財産権分野における人工知能の活用、人工知能関連の知的財産権保護

などについて踏み込んだ討議を行った。 

(出典：国家知識産権網 2019年 10月 25日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143251.htm  

 

★★★3. 広東香港澳門大湾エリア知的財産権取引博覧会、11月に広州で開催★★★ 

 第 1回広東香港澳門大湾エリア知的財産権取引博覧会は 11月 12日から 14日の予定で広州で開催さ

れることになった。 

 同博覧会の前身である「広東知的財産権取引博覧会」はこれまで、2 回開催された。今年の博覧会は、

「知的財産権の取引と運営」をメインテーマに、「常設モジュール」と「オープンイベント」という

形で開催される。「知的財産権の取引と博覧会」、「知的財産権珠江フォーラム」、「知的財産権特

別会場」の 3 つの主要イベントのほか、一般向けでテーマを募集するオープンイベントが追加された。

特許や商標、著作権、地理的表示などの知的財産権を全面的にカバーする 6つのテーマと 9つの特別

展示会が含まれ、国内外の知的財産権、イノベーションに関する最新成果の展示、取引が行われる。 

 この外、メインフォーラムと 12のサブフォーラムからなる「知的財産権珠江フォーラム」では、知

的財産権分野の管理者や専門家がホットな課題をめぐって踏み込んだ議論を交わす見通しである。 

(出典：中国打撃侵権工作網 2019年 10月 25日) 

http://www.ipraction.gov.cn/article/xxgk/mtbd/xwdt/201910/20191000231045.shtml 

 

★★★4. 第 2回中国国際輸入博覧会・模倣品摘発国際協力フォーラムが開催★★★ 

 11月 6日、第 2回中国国際輸入博覧会（CIIE）の主要イベントの一つである、「イノベーション・

保護・発展・ウィンウィン」をテーマとした知的財産権侵害・模倣品摘発国際協力フォーラムが上海

国家会展センターで開催された。全国の知的財産権侵害・模倣品摘発活動指導グループ弁公室主任を

務める国家市場監督管理総局の甘霖副局長、世界知的所有権機関(WIPO)のゲタハン(Getahun)事務局長

補が出席し、基調演説を行った。 

 フォーラムは世界知的所有権機関、国家市場監督管理総局、全国知的財産権侵害・模倣品摘発指導

グループ弁公室が共催した。英国知的財産庁を含む各国の管理当局、世界知的所有権機関、国際商標

協会などの国際組織、駐中国外国公館、一部の業界協会、企業からの代表合わせて約 400名がフォー

ラムに出席し、交流を行った。 

(出典：中国打撃侵権工作網 2019年 11月 7日) 

http://www.ipraction.gov.cn/article/xxgk/gzdt/bmdt/201911/20191100231970.shtml  

 

http://www.ipraction.gov.cn/article/xxgk/gzdt/bmdt/201911/20191100231970.shtml
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★★★5. 第 5回中英知的財産権シンポジウムが北京で開催★★★ 

 11月 1日、第 5回中英知的財産権シンポジウムが北京で開催された。中国国家知識産権局（CNIPA）

からは申長雨局長、英国知的財産庁（UKIPO）からはチム・モス（Tim Moss）長官が開幕式に出席し、

演説した。 

 申局長は、中国は各国や国際組織との知的財産権に関する協力、交流を高く重視していると強調し、

重要なパートナーである英国側とともに知的財産権における協力、交流を強化し、共同発展を促進し

ていきたいと語った。モス長官は、イノベーションの大国である英国と中国に、知的財産権での協力

強化を通じて世界の知的財産権の発展をより高効率な方向に向けて推し進める責任があるとし、今回

シンポジウムで中国の知的財産権活動に対する理解を深め、それぞれの経験を共有することに期待す

ると話した。 

 シンポジウムにおいて、両国の知的財産権管理当局、業界協会、学術界、産業界からの 130名以上

の関係者は、中国と英国の知的財産権発展の現状、知的財産権の保護など、4つのテーマを巡って議論

を交わした。 

(出典：国家知識産権網 2019年 11月 4日) 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143438.htm 

 

=============================================================================== 

【中国 IPGのご紹介】 

中国 IPG（Intellectual Property Group in China、中国知的財産権問題研究グループ）は、在中

日系企業・団体による、知財問題の解決に向けた取り組みを行うことを目的とした組織です。 

主な活動には、年 5回開催する予定の全体会合（メンバー間の情報交換や各種講演を実施）や、

特定テーマについての検討を行う専門委員会、会員の所属業界における知的財産問題についての

情報交換を行う WG等があります。その他、知財関連法令についての意見募集への対応等を行って

います。 

ご関心・ご参加をご希望の方は、下記までお問い合わせください。 

★中国 IPGwebサイト：https://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/ip/ipg/ 

★中国 IPG事務局（ジェトロ・北京事務所 知的財産権部） 

Tel: +86-10-6528-2781、E-mail: pcb-ip@jetro.go.jp 

=============================================================================== 

【配信停止・配信先変更】 

配信停止を希望される場合は、下記の URL にアクセスの上で「Unsubscribe」ボタンを押して下さ

い。 

配信先を変更したい場合は、配信停止をした上で新たな Eメールアドレスをご登録ください。 

https://www.jetro.go.jp/mail5/u/l?p=tTW_GIj5ntM53_3CF1ZAZAZ 

【ご感想・お問い合わせ】 

本ニュースレターに対するご感想・お問い合わせ等がございましたら下記までご連絡下さい。 

日本貿易振興機構（ジェトロ）北京事務所知的財産権部 

TEL：+86-10-6528-2781 

E-Mail：pcb-ip@jetro.go.jp 

【著作権】  

本ニュースレターの著作権はジェトロに帰属します。 

本文の内容の無断での転載、再配信、掲示板への掲載等はお断りいたします。 

【免責】 

ジェトロはご提供する情報をできる限り正確にするよう努力しておりますが、提供した情報等正

確性の確認・採否は皆様の責任と判断で行ってください。 

本文を通じて皆様に提供した情報の利用（本文中からリンクされているウェブサイトの利用を含

みます。）により、不利益を被る事態が生じたとしてもジェトロはその責任を負いません。 

http://www.cnipa.gov.cn/zscqgz/1143438.htm
https://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/ip/ipg/
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